
 

公益社団法人日本技術士会 ＣＰＤ行事実施報告書 

開始日時 平成２７年２月２８日 (土)  １３時３０分 

終了日時 平成２７年２月２８日 (土)  １５時３０分 

名 称 第２２回ＣＰＤ研修講演会 

主 催 者 公益社団法人日本技術士会 千葉県支部 

開催場所 千葉市ビジネス支援センター きぼーる 15階 多目的室 

行事内容 

主テーマ：「ものづくり補助金申請および開発支援」                               

①「人脈による支援要請と申請および開発支援（Ａ社）」          13:30～14:00 

講師：桑島英明氏（技術士 金属部門） クワジマ技術コンサルタント事務所 代表         

②「ものづくり補助金申請および補助事業推進支援 （Ｂ，Ｃ，Ｄ社））」 14:00～14:40 

講師：進藤 秀明氏（技術士 金属・衛生工学部門） 村上技術士事務所所属    

  熊田 成人氏（技術士 経営工学部門） 熊田技術士事務所代表            

③「ものづくり補助金申請支援（Ｅ，Ｆ，G社） 」               14:40～15:10        

講師： 志澤 達司氏 （技術士 経営工学部門） 志澤技術士事務所代表     

質疑応答                                       15:10～15:30          

参加人数  39名 

 

第 22回 CPD研修講演会は、企業への支援事例として「ものづくり補助金申請および開発支援」をテーマに企業

に対して支援業務を実施した技術士の経験とアドバイスを提供し、実務の参考として頂く事を目的に開催した。

今後、支援業務を目指している方々に対する経験者のノウハウは参考になったと思う。 

講演①では関係各所の人脈を通じて申請書作成支援、開発支援を実施した。 申請は将来展望として、マー

ケット規模、新技術による大幅な製造コスト減、納期短縮 ならびに売上高についての予測や目標数値を掲げ

て作成した。 

講演②では支援の結果不採択になっても工夫を重ね再度チャレンジした事例の紹介があった。 

「革新的サービス」で申請したC社は不採択となった。 これは「サービス」については市場性を重視された事と、

同様のテーマが他社からも提案された為であった。C 社は同年の 3 次募集で、「ものづくり」で再度チャレンジす

る事とし、これの支援を行った結果、無事採択されるに至った。 

講演③では・ロボット導入による省力化、生産性向上をテーマ。専門家でなくともわかり易い説明、図などを使

用すること、QC 工程表を作成し、製造工程のどの部分に補助金を活用し生産性をあげるかがわかるように申

請書作成について支援をした。 

       

 


